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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期
第１四半期
累計期間

第60期
第１四半期
累計期間

第59期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （百万円） 6,748 7,313 27,131

経常利益 （百万円） 488 551 2,282

四半期（当期）純利益 （百万円） 284 365 1,436

持分法を適用した場合の投資利

益
（百万円） － － －

資本金 （百万円） 2,160 2,160 2,160

発行済株式総数 （千株） 9,400 9,400 9,400

純資産額 （百万円） 20,718 21,149 21,430

総資産額 （百万円） 25,805 26,917 26,749

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 30.24 38.90 152.87

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 60.00

自己資本比率 （％） 80.3 78.6 80.1

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,164 1,104 28

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △75 △358 △785

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △307 △463 △376

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 4,656 5,353 5,069

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、その他の関係会社である小澤物産株式会社は、平成28年６月１日に小澤物産株式会社および小澤商事株式会社

に会社分割を実施しています。本会社分割により出資比率は、小澤物産株式会社が11.31％、小澤商事株式会社が

4.55％となり、小澤物産株式会社は、当社のその他の関係会社に該当しなくなり、その他の関係会社から主要株主に

異動しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、国際金融市場の不安感等により年初から続いている円高、株安

に対し、政府は消費税増税再延期の景気対策を打ち出しました。しかし、イギリスのEU離脱が確定したこと等に

より国際金融市場の不安感はなお強まっており、円高、株安傾向は止まらず、今後の動向は先行きの見えない状

況となっております。

食品業界におきましては、原料価格高騰による値上げを行ったこと等により、食品への消費マインドは堅調と

はいえず、デフレ傾向が続いており、楽観できない経営環境が続くと予想されます。

このような状況下、当社は好調に推移する家庭用ごま油製品の充填能力向上を目的として、ごま油充填工場を

新設しました。これにより、ごま油製品の充填能力は従来の１．５倍程度増加しました。また、現在北米を中心

に海外販売を展開していますが、イスラム圏等への海外販売市場拡大のため、４月にハラール認証を取得しまし

た。

販売数量につきましては、家庭用ごま油を中心に小売店や量販店のフォローアップを重ねた結果、ごま油全体

では前年同期比11.1％増、食品ごまは前年同期比10.2％増となりました。また、売上高につきましては、前年同

期比8.3％増となりました。

コスト面では、販売数量増加による処理量が増えたこと、充填工場新設稼動による減価償却費の増加等はあっ

たものの、原料の払出価格および燃料費の減少等により、売上原価は前年同期比では微減となりました。

一方、販売費及び一般管理費は、家庭用ごま油等の拡販により拡売条件費等の販売経費が増加し前年同期比

13.8％増となりました。

この結果、売上高は7,313百万円（前年同期比564百万円増）、経常利益は551百万円（前年同期比63百万円

増）、四半期純利益は365百万円（前年同期比81百万円増）となりました。

 

セグメントの業績は、以下のとおりであります。

①ごま油事業

ごま油事業におきましては、昨年売上げを伸ばしたえごま油やアマニ油等の購入層が、ごま油やオリーブオ

イル等の購入にシフトしてきているため、家庭用ごま油を中心に小売店や量販店のフォローアップを行い、ご

ま油シェアの回復、拡大を行いました。結果、売上高および販売数量ともに前年を上回る結果となりました。

原料購入価格は価格の低下および為替の影響により、前期より低下しております。また、原料の払出価格に

ついても前期より低下しており、単位当たりの原価は前期を下回っております。

こうした環境下において、当社は顧客ニーズに対応した容器のＰＥＴ化等を行い、ごま油シェアの回復、拡

大に努めております。

以上の結果、売上高は6,017百万円（前年同期比467百万円増）、セグメント利益は515百万円（前年同期比

244百万円増）となりました。

 

②食品ごま事業

食品ごま事業におきましては、家庭用、業務用ともに新商品のクリーミーな分離をしにくい極細ねりごまの売

れ行きが好調であること等により、売上高は前年を上回りました。また売上原価はごま油と同様に、単位当たり

の原価は前年を下回っております。

こうした環境下において、当社は新商品の極細ねりごまを中心に販促活動を行っております。

以上の結果、売上高は1,293百万円（前年同期比96百万円増）、セグメント利益は154百万円（前年同期比100

百万円増）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前事業年度末に比べ

283百万円増加し、5,353百万円となりました。

なお、当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期累計期間において営業活動によるキャッシュ・フローは、1,104百万円の収入（前年同期比2,269

百万円収入増）となりました。これは売上債権が500百万円増加、賞与引当金が231百万円減少、法人税等の支払

額が567百万円あるなどの減少要因はあったものの、税引前四半期純利益が551百万円あり、たな卸資産が1,148

百万円減少、仕入債務が632百万円増加及び減価償却を171百万円行うなどの増加要因により、資金が増加したも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期累計期間において投資活動によるキャッシュ・フローは、358百万円の支出（前年同期比283百万

円支出増）となりました。これは有形固定資産等の取得による支出が355百万円あったこと等によるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期累計期間において財務活動によるキャッシュ・フローは、463百万円の支出（前年同期比155百万

円支出増）となりました。これは配当金の支払いによるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当社は多くの消費者に自然の恵みを活かした、健康的で豊かな食生活に貢献できる魅力のある製品を開発、提供

することを研究開発活動の基本方針としております。

当社の研究開発体制として、販売業務部では、当社製品に対する顧客要望、マーケット情報などの顧客ニーズを

取り纏め、新製品の企画・立案を行っております。研究部では、顧客ニーズを踏まえ、ごま関連商品の市場調査や

競合他社製品の分析、既存の工程条件の見直し、新しいごま製品の加工技術の検討を行い、新製品の開発や既存製

品の改良、リニューアルを行っております。また、ごま及びごま油の基礎研究や応用研究にも取り組んでおりま

す。

今後は、「価値あるごま製品を提供することで、健康でより豊かな食生活に貢献する」という経営理念に基づ

き、外部機関との協力体制を構築、共同研究を行いながら、当社独自の研究開発活動を推進します。

なお、当第１四半期累計期間における研究開発費の総額は、12百万円となっております。

当社はセグメント共有の研究開発を行っているため、研究開発費の総額、研究開発活動は特定のセグメントに区

分しておりません。

最近における研究開発活動の主なテーマと開発目標は次のとおりであります。

主要テーマ 開発目標

顧客要望に基づくごまの製品の開発 製品開発・用途開発によるマーケットの拡大

ごま関連の加工技術、独自製法の探索 付加価値製品創出による競争力ある製品の開発

美味しさを追求するごまの研究
味・香り・食感・安定性・嗜好性・加工性等

様々な視点からの新しいごまの利用、価値を見出す

健康を訴求する機能性成分の研究
ごまに含まれる栄養成分や機能性成分の研究

「美味しさ＋α」の製品開発

 

 

EDINET提出書類

かどや製油株式会社(E00433)

四半期報告書

 4/15



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成28年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年８月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通

株式
9,400,000 同左

東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であ

ります。

計 9,400,000 同左 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年４月１日

～

平成28年６月30日

－ 9,400,000 － 2,160 － 3,082

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　200 － －

完全議決権株式（その他）
普通株式

9,399,100
93,991

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あり、単元株式数は100株で

あります。

単元未満株式 普通株式　700 － －

発行済株式総数 9,400,000 － －

総株主の議決権 － 93,991 －

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

かどや製油株式会社
東京都品川区西五反田

八丁目２番８号
200 － 200 0.00

計 － 200 － 200 0.00

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年４月１日から平成28

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期財務諸表

について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前事業年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,084 5,368

売掛金 5,652 6,152

商品及び製品 1,227 1,152

仕掛品 1,059 861

原材料及び貯蔵品 5,951 5,076

その他 556 474

流動資産合計 19,532 19,085

固定資産   

有形固定資産 5,255 5,825

無形固定資産 28 26

投資その他の資産 ※１ 1,932 ※１ 1,980

固定資産合計 7,216 7,831

資産合計 26,749 26,917

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,305 1,938

未払法人税等 598 91

賞与引当金 326 95

役員賞与引当金 74 19

その他 2,151 2,756

流動負債合計 4,456 4,901

固定負債   

退職給付引当金 790 794

資産除去債務 51 52

長期未払金 19 19

固定負債合計 861 866

負債合計 5,318 5,767

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,160 2,160

資本剰余金 3,082 3,082

利益剰余金 15,839 15,640

自己株式 △0 △0

株主資本合計 21,081 20,883

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 453 496

繰延ヘッジ損益 △103 △230

評価・換算差額等合計 349 265

純資産合計 21,430 21,149

負債純資産合計 26,749 26,917

 

EDINET提出書類

かどや製油株式会社(E00433)

四半期報告書

 8/15



（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 6,748 7,313

売上原価 4,802 4,798

売上総利益 1,946 2,515

販売費及び一般管理費 1,619 1,843

営業利益 326 671

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 8 9

為替差益 149 -

雑収入 6 1

営業外収益合計 164 11

営業外費用   

支払手数料 1 1

為替差損 - 129

雑損失 0 0

営業外費用合計 2 130

経常利益 488 551

特別損失   

固定資産除売却損 12 0

特別損失合計 12 0

税引前四半期純利益 475 551

法人税、住民税及び事業税 135 74

法人税等調整額 55 111

法人税等合計 191 185

四半期純利益 284 365
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 475 551

減価償却費 121 171

賞与引当金の増減額（△は減少） △87 △231

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △32 △54

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11 4

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △8 △9

支払手数料 1 1

有形固定資産除売却損益（△は益） 12 0

売上債権の増減額（△は増加） △60 △500

たな卸資産の増減額（△は増加） △684 1,148

その他の資産の増減額（△は増加） 100 25

仕入債務の増減額（△は減少） △460 632

その他の負債の増減額（△は減少） △150 △74

小計 △761 1,665

利息及び配当金の受取額 8 9

支払手数料の支払額 △2 △2

法人税等の支払額 △408 △567

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,164 1,104

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △84 △355

有形固定資産の売却による収入 0 -

有形固定資産の除却による支出 △1 △0

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

貸付金の回収による収入 0 0

保険積立金の積立による支出 △2 △1

その他 13 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △75 △358

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △307 △463

財務活動によるキャッシュ・フロー △307 △463

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,546 283

現金及び現金同等物の期首残高 6,203 5,069

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 4,656 ※１ 5,353
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第

１四半期会計期間から適用しております。

 

（四半期貸借対照表関係）

※１．資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前事業年度

（平成28年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成28年６月30日）

投資その他の資産 77百万円 77百万円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

現金及び預金勘定 4,671百万円 5,368百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △15 △15

現金及び現金同等物 4,656 5,353

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 375 40 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 563 60 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合　計

 ごま油 食品ごま 計

売上高      

外部顧客への売上高 5,549 1,196 6,746 2 6,748

計 5,549 1,196 6,746 2 6,748

セグメント利益 271 53 325 1 326

（注）１.「その他」の区分には、「仕入商品販売」を含んでおります。

２.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 325

「その他」の区分の利益 1

四半期損益計算書の営業利益 326

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：百万円）

 報告セグメント その他

（注）
合　計

 ごま油 食品ごま 計

売上高      

外部顧客への売上高 6,017 1,293 7,310 3 7,313

計 6,017 1,293 7,310 3 7,313

セグメント利益 515 154 670 1 671

（注）１.「その他」の区分には、「仕入商品販売」を含んでおります。

２.セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 670

「その他」の区分の利益 1

四半期損益計算書の営業利益 671
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　「会計方針の変更」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に

変更しております。

　この変更による当第１四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 30円24銭 38円90銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 284 365

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 284 365

普通株式の期中平均株式数（千株） 9,399 9,399

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

  平成28年８月４日  

か ど や 製 油 株 式 会 社    

 

　 取　 締　 役　 会　御中  

 

 有限責任監査法人 ト ー マ ツ  

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 篠原　孝広　　印

 

 
指定有限責任社員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 永田　　立　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているかどや製油
株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの第60期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年４月１日
から平成28年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期
財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸
表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成
し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準
拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される
質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥
当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、かどや製油株式会社の平成28年６月30日現在の財政状態並びに同日を
もって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる
事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　上

 
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
     ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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